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指導者  長尾 さと子 

１ 日 時     平成３１年２月２１日（木） 第５校時 

２ 場 所     尾道市立御調中央小学校 ４年２組教室 

３ 学 年     第４学年２組２２名 （男子１１名 女子１１名） 

４ 単元名     立方体と直方体  

 

 

 本単元は，小学校学習指導要領第４学年Ｂ（２）「立方体，直方体などの立体図形」Ｂ（３）「も

のの位置の表し方」の内容を受けて設定されている。 

第２学年で児童は，身の回りにある箱の形をしたものを観察したり，分解したりして立体図形の構

成要素（面，辺，頂点）に着目することを学習した。 

本単元では，直方体，立方体について，辺や面の平行，垂直などの視点から考察し，それらについ

ての理解を深める。 

ここでは，平面上や空間の中にあるものの位置の表し方についても理解を深める。直方体や立方体

の構成要素や面や辺の垂直・平行の関係をもとにイメージをひろげ，図形についての見方を豊かにし

ていく。 

 

 

レディネステストの結果から，本学級の児童は，箱を構成する面の形についてはほとんど理解でき

ているが，図にかかれていない部分を想像し，構成要素の数を考えることが苦手な児童が多いことが

分かる。 

このことから本単元では，長方形の厚紙で展開図を作って実際に組み立てたり，ストローと粘土で

作った直方体や立方体を見て，辺や頂点の数を確認したりしながら直方体と立方体の特徴について知

識・理解を深められるように教材を工夫する。 

 

 

 

  本単元では，「知識・技能を活用する力」「論理的に考え，表現する力」を育成していく。また，本

時では特に，「論理的に考え，表現する力」を育成する。そのため，指導に当たっては，次の工夫をし

ていく。 

単元における工夫 本時の工夫 

１ 児童の思考を活性化させ，発表に結びつけるための手立て（考え方の道筋を示す学習活動） 

・単元を通して，面のみでできた直方体と立方体

と辺と頂点のみでできた直方体と立方体の2種

類の立体を見たり，作ったり，触ったりする活

動をすることで，より立体の構成要素を実感で

きるようにする。 

・展開図になる並べ方と展開図にならない並べ

方を分けることで，展開図の特徴を捉えられ

るようにする。 

レディネステストの内容 正答数（人） 

①箱の形の構成要素を聞く問題 １９／２２ 

②頂点や面や辺の数を聞く問題 １０／２２ 

③箱を構成する面の種類と数を聞く問題 ２０／２２ 

単元観 

児童観 

指導観 



・タブレットを使うことで図形を分類する時間

を短縮し，展開図の特徴を考える時間を十分

に確保できるようにする。 

２ 児童の主体的な学びを育成するための手立て 

・直方体と立方体を全員が作るという大きな課題

を提示することで，自分で作るために立体につ

いて知る必要感をもてるようにする。 

・全員が同じ直方体を作るという目的をもっ

て，展開図を考えられるように，提示した直

方体を構成する３種類の長方形の厚紙と，マ

スキングテープを用意する。 

 

５ 単元の目標 

◎図形についての観察や構成などの活動を通して，立体図形について理解できるようにする。              

【C（2）】 

  ○立方体、直方体について知る。                      【C（2）ア】 

  ○直方体に関連して，直線や平面の平行や垂直の関係について理解する。    【C（2）イ】 

   ◎ものの位置や表し方について理解できるようにする。              【C（３）】 

○見取図や展開図をかくことを取り扱う。                  【３（６）】                                  

 

６ 内容の前後関係 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔５ いろいろな四角形〕 

 

第５学年 

●身の回りにある立体とそ

の特徴 

第４学年 

●四角形の構成要素及びそ

の関係 

●四角形の作図 

 

●角・円柱の構成要素とそ

の特徴 

●角柱・円柱の見取図・展

開図 

●直方体・立方体の構成要

素に着目した特徴 

●見取図・展開図の作図 

●面や辺の垂直・平行 

●平面・空間にあるものの

位置の表し方 

●立体の構成要素に着目し

た特徴 

●開いた図 

〔１７ 直方体と立方体〕 

第１学年 

〔８ かたち⑴〕 

第２学年 

〔１７ はこの形〕 

〔１６ 立体〕 



 

 

 

 

７ 単元の評価規準 

 

８ 指導と評価の計画（全１３時間  本時６／１３） 

 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

・直方体や立方体の定義を知り，直

方体や立方体の辺や面の垂直・平

行の関係を理解している。また，

立体図形についての,豊かな感覚

をもっている。 

・直方体や立方体の見取り図や展

開図をかくことができる。 

・立体図形について分類し，分類

した観点や分類した図形ごと

の特徴を見いだしている。ま

た，見取り図や，展開図のかき

方を考えている。 

 

・立体図形の観察や構成を通し

て，その特徴や性質をとらえ

ようとしている。 

小
単
元 

学習計画 
評価の観点 

知 思 学 評価規準 評価方法 

１ 

位
置
の
表
し
方
（
３
） 

【課題の発見（３時間）】 

●平面上のマス目の位置の表し方

を考える。 

●平面上の位置を２つの数の組み

合わせで表せることを知る。 

 

○ ◎  

●平面上の位置は２つの

数の組み合わせで表せ

ることを理解してい

る。 

ノート 

発言 

●方眼紙の交点の位置の表し方を

知る。 

●２つの数の組が表す点をつな

ぎ，絵をかく。 

 

◎ ○  

●平面上の位置の表し方

が分かり，点を取るこ

とができる。 

 

ノート 

発言 

●空間上の動物の位置を数で表す

方法を考える。 

●空間上の位置は，３つの数で表

すことを知る。 

●点字についての資料を読む。 

◎ ○  

●空間の位置を３つの数

の組で表すことができ

る。 

ノート 

発言 

２ 

直
方
体
と
立
方
体

（
１
） 

【課題の発見（１時間）】 

●身の回りにある箱を面に着目し

て分類する。 

●直方体と立方体を知る。 

●直方体と立方体の面・辺・頂点

の関係を調べる。 

◎  ○ 

●箱の面の形に着目し，

進んで調べようとして

いる。 

 

 

ノート 

発言 



３ 

て
ん
開
図
（
４
） 

【表現（１時間）】 

●直方体を転がして，面を全部写

し取り，組み立てて直方体を作

る。 

●展開図の意味を知る。 

◎ ○  

●展開図の意味を理解し

ている。 

 

 

ノート 

発言 

【整理・分析（１時間）】（本時） 

●直方体の面のつながり方を考え

る。 

●展開図から直方体を考える。 

●展開図はひと通りでないことを

知る。 

 ◎  

●身の回りにある箱を分

解した形を考えたり，

展開図から完成した形

を考えたりして，構成

要素の関係を考えてい

る。 

ノート 

評価問題 

【実行（１時間）】 

●面と面のつながりを考えなが

ら，直方体から展開図をかく。 

 ○ ◎ 

●面と面のつながりを考

えながら展開図をかく

ことができる。 

ノート 

発言 

【課題の発見（１時間）】 

●正方形を組み合わせて立方体を

作る。 

●いろいろな立方体の展開図を考

える。 

●展開図をかいて立方体を作る。 

○ ◎  

●面と面のつながりを考

えながらいろいろな立

方体の展開図を考えて

いる。 

ノート 

発言 

４ 

面
や
辺
の
垂
直
と
平
行
（
４
） 

【まとめ（2 時間）】 

●直方体の面と面の垂直関係を調

べる。 

●直方体の面と面の平行関係を調

べる。 

●直方体の見取図を見ながら，一

つの辺に垂直な辺，平行な辺を

調べる。 

●確かめ方を工夫しながら，直方

体の面と面の関係，辺と辺の関

係を考えている。 

●立方体についても垂直な辺，平

行な辺について調べる。 

◎ 〇  

●立方体の面と面，辺と

辺の関係を理解してい

る。 

 

発言 

評価問題 

●面と辺の垂直関係を調べる。 

●直方体の面と辺の平行関係を調

べる。 

●教室の中で床に垂直な部分を探

す。 

○ ◎  

●確かめ方を工夫しなが

ら，直方体の面と辺の

関係を考えている。 

 

ノート 

発言 



 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

   ○直方体の展開図をつくり，面や辺のつながり方を考える。 

（２）本時でつけたい力（資質・能力） 

   ○論理的に考え，表現する力 

    直方体の展開図の特徴を演繹的に考える事ができる。 

（３）準備物 

   長方形の厚紙（掲示用），長方形の厚紙（児童 1 人に６枚），タブレット 

マスキングテープ（児童 1 人に５枚） 

 

（４）本時の学習展開（本時 ６/１３） 

●直方体の全体の様子が分かる図

を工夫してかく。 

●見取図の意味とかき方を知る。 

 

○ ◎ ○ 

●直方体の見取図をかく

ことができる。 

 

 

ノート 

発言 

力
だ
め
し
（
２
） 

【まとめ（１時間）】 

●既習事項の理解を深める。 

●既習事項の確かめをする。 

 
◎ ○  

 ノート 

プリント 

 
学習活動 

指導上の留意事項★ 

       支援☆ 

評価規準 

 〔評価方法〕 

つ
か
む 

（
１
０
分
） 

１ 問題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇展開図になるものとならないものを

予想する。 

・まだ展開図の種類がありそうだ。 

・どんなつなぎ方だったら展開図にな

るのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前時にかいた展開図を見て，

厚紙を並べ，組み立てること

ができるか確かめる。 

★展開図にならないものを一つ

組み立ててみて，展開図にな

るものとならないものがある

ことを確認し，どうやって並

べれば展開図になるのかとい

う問題意識をもてるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習 

主体的な学び

の育成 

・全員が同じ

直方体を作

るという目

的をもって，

展開図を考

えられるよ

うに，提示し

た直方体を

構成する３

種類の長方

形の厚紙と，

マスキング

テープを用

意する。 

どれが直方体の展開図になるでしょうか。 

 



2  課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

み
つ
け
る
（
１
０
分
） 

３ 見通しをもつ。 

〇展開図とそうでないものをタブレッ

ト上で分ける方法を確認する。 

 

４ ペアで課題に取り組む。 

〇展開図になるかならないか分け，展

開図になった並べ方で似ているとこ

ろや気付きをノートに書く。 

★タブレットの使い方で困った

時のサインを確認し，先に対応

できるようにしておく。 

 

 

★タブレットで図形を分ける作

業はペアで協力して行うこと

で，時間を短縮する。また，相

談しながら分けることで，どん

なところが似ているか考えや

すくする。 

☆作業の進まないペアには，まず

厚紙とマスキングテープで，提

示された長方形の並べ方と同

じ並べ方をしてみるように声

をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か
ん
が
え
る
（
１
０
分
） 

 

 
 ５ 集団解決をする。 

〇展開図になるものとならないものを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇展開図になった並べ方に似たところ

がないか全体で考える。 

 

・４つが 1列になって，その右と左に

1 つずつ付いている 

・同じ種類の面はつながっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★一つの並べ方につき，一人ずつ

展開図になるかならないか発

表させ，前で組み立てて見せる

ことで確認をする。 

 

 

 

まとめ   

直方体の展開図になる並べ方には決まりがある。 

①真ん中は 2 種類の同じ大きさの長方形が交ごにならぶ。 

②左右に 1つずつ同じ種類の長方形が付く。 

考えの道筋を示す手立て 

展開図になった並べ方と，な

らなかった並べ方を分けて

提示することで，展開図の特

徴を見付けやすくする。 

論理的に考え，

表現する力 

・展開図になる並

べ方と展開図に

ならない並べ方

を比べて，真ん中

に 2 種類の長方

形が 4 つ，両端に

1種類の長方形が

1つずつつなげる

と展開図になる

ことを説明する。 

めあて 

長方形をどうつなげれば展開図になるのか考えよう。 



 

 

 

 

（５） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ
あ
や
っ
て
み
よ
う 

（
１
０
分
） 

６ 評価問題をする。 

○ 教科書の問題を解く。 

※別紙参照 

★展開図になる並べ方の特徴を

振り返りながら考えるように

声をかける。 

 

 

ね
ん
お
し 

（
５
分
） 

７ ふり返りをする。 

○今日の学習の感想を発表する。 

・向かい合う面がくっついたり，隣に

なったりすると，展開図にならない

と分かった。 

・他にも展開図の種類がないか考えた

い。 

★作業をしながら気付いたこと

や感じたこと，疑問などを書

いている児童を見付け，紹介

する。 

 

どれが直方体の展開図になるでしょうか。 

めあて 

長方形をどうつなげれば展開図になるのか考えよう。 

 

まとめ   

直方体の展開図になる並べ方には決まりがある。 

①真ん中は 2 種類の同じ大きさの長方形が交ごにならぶ。 

②左右に 1 つずつ同じ種類の長方形が付く。 

展開図に・・・ 

なる              ならない 

〈展開図の見つけかた〉 

①長方形をテープでつなげる。 

②組み立ててみる。 

③タブレットでなる、ならないに分ける。 

・４つが 1 列になって，その右と左に 1 つ

ずつ付いている 

・同じ種類の面はつながっていない。 


